
再校

事業報告

電子マニフェストセンター

　電子マニフェストシステムの安定稼働を確保すること、料金体系の簡明化を図ることを目的とし、2027年
4月1日よりJWNET利用料金を改定します。

※１ A料金とB料金は使用料の請求回数及び請求時期が異なります。
※２�　C料金（団体加入料金）は以下の条件を満たす場合のみご利用いただける、マニフェストの登録件数が
少ない排出事業者向けの特別な料金区分です。
１）加入者（排出事業者）が20者以上ある（以下「団体加入者」という。）。
２）次の業務を行う「利用代表者」を指定する。
・団体加入者の加入、解約等の手続きの支援
・団体加入者の利用料金等の支払い
・JWセンターからの通知の団体加入者への伝達　等

※３ 処分終了報告、最終処分終了報告を行う機能のみの料金です。
※４　上記３の機能と併せて、中間処理後の残さを電子マニフェスト登録（２次マニフェスト登録）する機能の
料金です。

JWNET 利用料金の改定について

（税込）

現行 改定後

排
出
事
業
者

A 料金※ 1
基本料（年） 26,400 円 1,320 円

使用料（件） 11 円 22 円

B 料金※ 1

基本料（年） 1,980 円 1,320 円

使用料（件） 22 円
（90 件まで無料）

22 円
（無料件数なし）

C 料金※ 2

基本料（年） 110 円

使用料（件） 22 円
（5 件まで無料）

22 円
（無料件数なし）

収集運搬業者 基本料（年） 13,200 円

処
分
業
者

報告のみ※ 3 基本料（年） 13,200 円

処分 +2 次登録※ 4

A 料金

基本料（年） 26,400 円 13,200 円

使用料（件） 11 円 22 円

処分 +2 次登録
B 料金

基本料（年） 13,200 円

使用料（件） 22 円
（90 件まで無料）

22 円
（無料件数なし）
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1　PCB廃棄物の収集運搬業作業従事者講習会について

2　�医療関係機関等を対象にした特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習
会について

　PCB廃棄物の収集運搬業の許可については、廃棄物処理法施行規則第10条の13第ニ号ロの規定により、「当

該業務に直接従事する者は、当該廃PCB等の性状に関し特に注意すべき事項などの十分な知識及び技能を有

すること」が定められています。この講習会は、これらに関する知識及び技能を習得していただくことを目

的としております。

１．１　目的

　この講習会は、廃棄物処理法に定められている特別管理産業廃棄物を生ずる医療関係機関等における特別管

理産業廃棄物管理責任者になろうとする方などが、特別管理産業廃棄物に係る管理全般にわたる業務を適切に

遂行するために必要な知識を修得することを目的としています。

２．１　目的

講習会・研修会のご案内
●PCB廃棄物の収集運搬業作業従事者講習会
●医療関係機関等を対象にした特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会
●産業廃棄物マネジメント研修会 教育研修部

オンライン形式（会社や自宅等で講義動画を視聴して受講し、会場で試験を受ける２段階形式）により開催

します。

１．３　開催形式

　2026年３月に高濃度PCB廃棄物の処理が終了したことに伴い、2026年度の開催をもって終了することといた

しました。

１．５　開催終了

　PCB廃棄物の収集運搬に直接従事する方

※�PCB入り廃感圧複写紙等を選別し容器に収納、運搬する作業等に従事する方、試料の採取、分析業務に

従事する分析機関の方、無害化処理等の業務に従事する方の受講を推奨いたします。

１．２　対象

　2026年度は全５回開催いたします。11月以降の試験日と会場は下表のとおりです。

１．４　11月以降の開催日程（試験日程）

  表 1  　PCB廃棄物の収集運搬業作業従事者講習会の試験日程

開催地 開催日 開始時間 会場 定員

大阪 2026年 11月 19日（木） 15:40 天満研修センター 86人

北海道 2027年  1 月 28日（木） 15:40 第ニ水産ビル 50人
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・�医療関係機関等における特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を取得したい方

・�医療関係機関等の特別管理産業廃棄物管理責任者で必要な専門的知識を修得したい方

２．２　対象

　（公社）日本医師会、（公財）日本産業廃棄物処理振興センター

２．３　主催

　オンライン形式（会社や自宅等で講義動画を視聴して受講し、会場で試験を受ける2段階形式）により開催

します。

２．４　開催形式

　2026年度の試験日と会場は下表のとおりです。

２．５　開催日程（試験日程）

  表 2  　医療関係機関等を対象にした特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会の試験日程

開催地 開催日 開始時間 会場 定員

大阪 2026年 11月 19日（木） 13:30 天満研修センター 86人

東京 2026年12月  4 日（金） 15:40 ベルサール西新宿 75人

愛知 2027年  1 月 21日（木） 15:40 名古屋サンスカイルーム 80人

福岡 2027年  1 月 22日（金） 13:30 ( 公財 ) 福岡県中小企業振興センター 78人

北海道 2027年  1 月 28日（木） 15:40 第ニ水産ビル 50人

東京 2027年  2 月  5 日（金） 15:40 ベルサール西新宿 75人

3　産業廃棄物マネジメント研修会について

　この研修会は、産業廃棄物を排出される企業の新任実務担当者等の方を対象にした、基礎講座です。廃棄物

処理法をはじめ、委託契約やマニフェスト運用等の産業廃棄物の適正管理についての基礎知識と実務のポイン

トを学び、企業の皆様の廃棄物管理に役立てていただくことを目的としています。全業種を対象とした「排出

企業を対象にしたマネジメント研修会」と建設業を対象とした「建設業に特化した産業廃棄物マネジメント研

修会」を開催します。

３．１　目的

　オンライン会議システムを用いて、インターネット上でライブ配信形式により開催します。

３．３　開催形式

　2026年度は全17回開催いたします。11月以降の開催日程は下表のとおりです。

３．４　11月以降の開催日程

　排出企業における産業廃棄物管理の新任実務担当者等

３．２　対象

  表 3  　産業廃棄物マネジメント研修会の開催日程

全業種を対象（一般企業向け） 建設業を対象

2026年11月27日（金）、12月22日（火） 2026年12月21日（月）

2027年  1月28日（木）、   2月17日（水） 2027年  2月16日（火）

講習会・研修会のご案内
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調査部

調査報告

家庭から排出される
食品廃棄物の資源循環に関する調査

　家庭の廃棄物の処理方法は焼却が主流となっているが、地域の資源循環を促進する目的等で、家庭の廃棄物の

一定割合を占める食品廃棄物の資源化に取り組む自治体が増加している。資源化を行うには対象の廃棄物を計画的

に収集する工夫や、資源化物の利用先を確保するための工夫が必要であり、食品廃棄物の資源化に取り組む自治体

の施設や処理を受託する民間企業の施設では、それぞれの状況にあわせた資源化の方法を採用していると考えられ

る。

　このような背景から、JWセンターでは食品廃棄物の資源循環の動向を把握するために、家庭の食品廃棄物を受け

入れている資源化施設に対してヒアリングを実施し、資源化の取組状況や課題等を調査したので、その結果を報告

する。なお、調査報告書については、以下URLを参照いただきたい。
  参考ＵＲＬ   
家庭から排出される食品廃棄物の資源循環に関する調査

https://www.jwnet.or.jp/info/assets/files/R07_chousa_HouseholdOrganicWaste.pdf

（１）資源化の概要
○　受け入れる廃棄物の種類

　調査先の堆肥化施設、メタン発酵施設では、家庭や事業から排出された食品廃棄物を受け入れていた。また、

調査先によっては、下水汚泥、し尿・浄化槽汚泥、家畜ふん尿、木質バイオマスも受け入れていた。固形燃料化

施設では、家庭や事業から排出された可燃ごみのほか、し尿汚泥を受け入れている施設があった   P.12表２   。

2．調査結果

　令和６年８月～令和７年１月にかけて、家庭の食品廃棄物を資源化している堆肥化施設（２施設）やメタン

発酵施設（４施設）、及び、家庭の食品廃棄物を含んだ可燃ごみの固形燃料化施設（２施設）を訪問し、ヒア

リング調査を実施した   表１   。

　主な質問項目は、資源化の概要（受け入れる廃棄物の種類、廃棄物の種類別受入割合）、食品廃棄物の回収

状況（回収方法、異物・発酵不適物の混入）、資源化開始による変化、資源化物の利用状況、資源化の取組み

の課題等である。

1．調査方法

  表 1  　調査先概要
資源化の種類 堆肥化 メタン発酵 固形燃料化

調査先 施設A 施設B 施設C 施設D 施設E 施設F 施設G 施設H

資源化の
実施者 自治体間連携 自治体直営 自治体直営 自治体直営 民間委託 自治体直営 民間委託 自治体間連携
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